
昭
和
四
土
ハ
竺
ハ月
一
七
巳
第
＝
面
郎
要
窃
捻
屯
竺
器
桓
一
月
十
五
日

S
S
K
消
2
．
弟
九
十
に
哭
阻
芭
ハ
◎
、5
の
日

0
の
日
兌
り
）

●特集●

ヌ が乗り出したシステム開発

ロ、点 リ‘ ターの開発一ー東洋ハイプリッド（掬―-l

ン ‘レ ーゞトナー」の開発ー一日本電気（掬―-5

、'I揺 、シ テ 』一一日本アイ・ビー・エム（株）―-9
LK II( 称） 升ら蚤過と その機能一ー富士通（掬—-1 4-

●コラム ・随想●

私の枷け し`社会人ラ ＿浅香ちくさ—-] 9
月からの 出発 ＿ー 公子―-21

●talk to talk● 

る法律；雷誓贔贔占巳］邑る弁護士生活

視党障害情報処理技術（1991年）

ィンフォメーション ・コーナ 59 

大
一

パ
点

T

ワ
字
Ii
M

字
点

F

占
~

ISSN 0385-7476 

SSK 



地
球
上
の
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
に
生
き
る
自
由
と
権
利
を
！

ユ
ニ
セ
フ
写
真
集

息同出版
】

世

界

の

文

・
讀
惰
，
ゼ
ル
他

子
と
も
た
ち

患
柳
徹
f
さ
ん
は
ユ
ニ
セ
フ
親
北

"k
使
と
し
て
、
発

版

途
卜
国
の
さ
ま
ざ
ま
な
子
ど
も
た
ち
を
兄
て
歩

い
た
体

験
を
沿
る
。

川
辿
総
会
の
「
f
ど
も
の
権
利
条
約
」
採
択

を
記
念
し
て
紺

ま
れ
た

こ
の
本
は
、

枇
界
と

11本
の
第

．
線
で
泊
趾
す
る
乍
Jr
扶
禾
と
作
，
禾
に
協
力
を
呼
ぴ
か
け

て
成
っ
た
。

地
球
卜
の
あ
ら
ゆ
る
f
ど
も
た
ち
の
生
き

る，
11
111と
権
利
を
た
か
ら
か
に
批

い
あ
げ
た
乍
Jぃ
具
梨
゜

A
4
判
変
訊
9
.
.
... 

“

・
定
価
四
八

0

0
円

■こ
の
本
は
、
第
4
4
回
国
迎
お
会
が

「
子
と
も
の
権
利
条
約
」
を
採
択
し
た

の
を
記
念
し
て
、
ユ
ニ
セ
フ
が
企
画

し
た
国
際
共
同
出
版
で
す
。
岩
波

m

店
か
ら
出
版
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

日
本
版
の
印
税
は
、
す
べ
て
ユ
ニ
セ

フ
児

m基
金
に
陀
ら
れ
ま
す
。

1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111
111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

闘
炉
憲
法
を
読
む

樋

口
陽

一
著

日
本
国
恋
法
を
め
ぐ
る
状
況

と
血
曲
を
条
文
に
則
し
て
椴
討
し
、
国
牒
社
会

の
な
か
で
日
本
の
果
た
す
べ
き
役
割
を
検
証。

＾
府
放
七
ミ
ナ
ー
プ

ッ
ク
ス〉
定
価
一
六

0
0
円

喪
の
途
上
に
て

野
田
正
彰
著
大
事
故
遺
族
の
悲
哀
の
研
究

肉
親
の
予
期
せ
ぬ
死
に
四
而
し
た
日
航
機
叩
故

の
迪
族
た
ち
。
悲
し
み
の
時
間
を
描
き
出
す
ド

キ
ュ
メ
ン
ト
。
四
六
判

・
定
価
二
四

0
0
円

戦
後
史
と
象
徴
天
皇

中
村
政
則
著

戦
後
史
に
お
け
る
象
徴
天
応

制
の
皿
史
的
位
四
や
政
治
的
役
割
、
戦
争
四
任

の
問
頌
、
そ
の
将
来
に
つ
い
て
の
見
通
し
を
説

く
。

B
6
判

・
定
価

一
六
0
0円

読
書
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー

長

田

弘

著

詩
人
で
あ
っ
て
加
む
こ
と
の

逹
人
が
、
こ
の
世
界
に
溢
れ
る
出
物
群
の
な
か

か
ら
、
記
位
に
残
る
―
h

i
葉
を
厳
選
し
て
昭
ゑ
＂

り
籾
検。

四
ハ
判

・
定
価

二
四
0
0円

岩波書店d:〒IOI02束京都千代田区ーツ橋（屯{IIiiはil'jt,1税込み）



これなら安全、安l肌＼して歩けるホームドアー

昨年12月、部分開通しだ東京営団地下鉄南北線。
全駅にホーム・ドアー・システムを導入しましだ。

大阪のニュートラムや神戸のポ＿トライナ＿と同

様のシステム。写真では少しわかりにくいかもし

れませんが、電車至暉後、ホームのドアーと同時

に電車のドアーが開きます。視覚障害者にとって

は大きな助けとなつてくれそうです。



ガんばれ社会人1年生
神田知佳さんは3月25巳、
同志社大学文学部社会福

祉学科を卒業。大阪市に

福祉職として採用されま

しだ。

棚橋美予さん。 3月20
で花園

祉学科ともあ別れです。

4月からは三越百賃店
大阪店でテレホン・オペ

レーターとして働きます。
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平成2年度国内旅行業務取扱い主任者試験に初め
て点字でパスしだ藤胴建司さん。奈良大学文学部

地理学科の卒業式は3月19日。これからは浄水機
メーカー ‘‘トータスKK" （東京）に勤務します。



立ち読み版はここまでとなっております。

続きをお読みになりたい場合には

社会福祉法人 視覚障害者支援総合センター

までお問い合わせください。



編集後記

人材、技術、金、この三つがそろえば文化は向上します。

今号「特集l欄でご紹介したように、ハイテク技術の進歩は、視覚障害者

を取り巻く状況を大きく変える要素を持っています。そこで気になるのが上

記の3要素です。

例えば、パソコン点訳の普及が視覚障害者の読書環境を変えつつあります

が、点字図書館にとってもエンド・ユーザーにとっても金の問題がネックに

なっているように思います。点字図書館には点訳者用のパソ コンを購入する

経済力がなく 、エンド・ユーザー もパソコンやヒ°ン・ディスプレイを買い調

えるのは楽ではないはずです。

21世紀への課題として、金、人、技術がバランス良く整備されているかど

うか点検しつつ、的確な青写真を描くことが焦眉の急と言えるでしょう。そ

んな視点からこの特集を読むとき、じくじたるものを感じます。

（水谷昌史）
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